


































































( 4) どうぞ， ドアを開けて下さい．
筆者の語感では，受益者が話し手である場合，即ち「依頼Jに γどうぞJ を用いることは適切で
ないと感じられる．この場合は次のようにすべきであろう．








































(12) I request you to please open the window. 
(13) Can you 21竺竺openthe window? 
















































































(27) Would you like to come and see‘Hamlet ’on Friday? 
(28) Would you like to wait here? 




































































































山梨（1986:42）は， Searle ( 1969）に基づき，依頼型発話行為の適切性条件を以下のように規定
している．（但L' x, yはそれぞれ話し手と聞き手， Pはその発話に内包される命題内容を示す．）
Request (x, y, P) : 
i. 命題内容条件： Pは， yによる未来の行為を示す．
i.準備条件 : (a) X は yがその行為を実行する能力があると信じている．
ii.誠実条件
iv.本質条件
(b) X にとって yがその行為をするかどうかは自明でない．
:xは yによるその行為の実行を欲している．
:yはその行為の実行の義務を負う．
Gordon and Lakoff (1975: 86）は，間接発話行為とは一般に，適切性条件のうち話し手側の
ものを主張したり，聞き手側のものを尋ねたりすることで間接的に発話行為を遂行するものであ
るとし，依頼について次のように述べている．
One can convey a request by (a) asserting a speaker-based sincerity condition or (b) 
questioning a hearer-based sincerity condition. 
従って次の英語の諸例はすべて依頼の発話の力を持ちうることとなる．
(40) I want you to take out the garbage. 
( 41) Can you take out the garbage? 
依頼と勧誘













(46) I would appreciate it if you would write a letter of recommendation for me. 
(47) Could you possibly write a letter of recommendation for me? 





益者が話し手であることが明示されていないためであると考えられる.Searle (1975 : 64）は，








Request (x, y, P) : 
i.命題内容条件： Pは， yによる未来の行為を示す．
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i.準備条件 : (a) xは yがその行為を実行する能力があると信じている．
ii.誠実条件
iv.本質条件



















Leech (1983 : 132）は丁寧さの公理のーっとして，
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